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コミュニケーション能力











現代口語演劇とは何か？

その、竿を、立てろ
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話し言葉のカテゴリー

「会話」＝親しい人とのお喋り

「対話」＝

知らない人との間の情報の交換や、

知っている人同士でも価値観が

異なる時の摺り合わせ



演劇は対話を要求する

家族の場合

「お父さんの仕事は何？」

忠臣蔵の場合

よく知っている同士でも対話は起こる。



話し言葉のカテゴリー

「会話」＝分かり合う、察し合う文化

「対話」＝説明し合う文化



言葉は作られる
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新しい日本語（ジェンダーの問題）

女性の上司ＶＳ男性の部下

若い女性の看護士

ＶＳ中高年の男性入院患者



解決策はどれ？

 「これ、コピーとっとけよ」

 「これ、コピーとっといて頂戴ね」

 「これ、コピーとって」

 「これ、コピーとってください」



冗長率

冗長率が高いのは何？
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冗長率

小津安二郎監督『東京物語』

とみ「空気枕、そっちへ這いりやしたか」

周吉「空気枕、お前に頼んだじゃないか」

とみ「ありゃしぇんよ、こっちにゃ」



冗長率

小津安二郎監督『東京物語』

細君「お早うござんす」

とみ「ああ、お早う」

細君「今日お発ちですか」

とみ「え、昼過ぎの汽車で」

細君「そうですか」

周吉「まァ今の中に子供たちにも会っとこうと思いましてなあ・・・」

細君「お楽しみですなあ、東京じゃ皆さんお待ちかねでしょうで」

周吉「いやァ、暫らく留守にしますんで、よろしくどうぞ」

細君「えっえっ、ごゆっくりと－－－立派な息子さんや娘さんがいなさって結
構ですなァ。本当にお幸せでさあ」

周吉「いやァ、どんなもんですか」



何故コミュニケーション教育なのか

少子化、地域社会の崩壊

産業構造の転換

国際化



コミュニケーション能力は低下しているのか？

 コミュニケーション能力問題の顕在化

 コミュニケーション能力の多様化


